

















　バルテス（Baltes, Reese, & Nesselroade, 1977;














































































































































（平成 30）年 7 月、E については同年 10 月
に行った。
































































　F が嫁いだ頃、集落には 47 軒の人たちが











F が嫁いできた頃の i 小学校は、その後、j


























　E が高槻市から l 町に移住したのは、1994
（平成 6）年 4 月、35 歳のときである。







イバーだった。また、「電車は 1 時間に 1 本
で、停車する駅の多さには閉口した。大阪で
は、同じ距離を快速電車で半分の時間で行け


























































































るのだろうか。次男は 2 歳で l 町に来ている
ので、たぶん、l 町がふるさとだろう。上の






















う」と語った（武田 , 2015, p.221）。l 町に移
住して約 15 年経った 50 歳くらいのとき、E
は、移住したことと移住地での暮らしを受容
している心理状態を言い表した。そして、そ























ス（Baltes, Reese, & Nesselroade, 1977; Baltes, 
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なきゃならないという気持ちになる
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